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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
翌
月
の
二
十

日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に
入

る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
何
？

当
選
者
の
発
表
！

　
１
３
２
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ア
ワ
オ
ド
リ
」
で

し
た
。　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　
　
高
橋
　
理
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
香
美
市
職
労
）

　 
　 

小
笠
原
　
秀
春
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
南
国
市
教
組
）

　
　
　
原
山
　
裕
太
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
室
戸
市
職
労
）

祝

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

安
全
は
や
ら
せ
メ
ー
ル
で
作
ら
れ
る

　
　
　          

　                

　
（唐
平
）

ア
メ
リ
カ
の
日
本
州
と
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（唐
平
）

三
円
で
全
国

「
最
底
」
賃
金
に

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

増
税
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ど
じ
ょ
う
ヒ
ゲ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（源
朝
光
）

時
事
川
柳
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針路

教
訓
活
か
し

おたより紹介

労
働
講
座
日
程

月　日 時　間 場　所 内　容 講　師

10/7(金)

10/14(金)

10/28(金)

10/29(金)

18:00～

18:00～

18:00～

14:00～

高知城ホール2 階

県教組会議室

県教組会議室

県教組会議室

労働組合と宣伝活動
―何をどう伝えるか

①労働組合とWEB
②魅力あるブログとは

①解雇事件と雇用保険
②解雇と裁判手続き

労働基準法の基礎の基礎

民報：中田氏

民報：中田氏
徳平氏

全労働
高知法律事務所

青年部

　
九
月
十
四
日
、県
労
連
も
加
盟
す
る
国
民
大
運
動
実
行
委
員
会
は
、東
日
本
大

震
災
を
受
け
、南
海
大
地
震
に
対
す
る
抜
本
的
な
対
策
の
強
化
を
求
め
、高
知
県

と
二
度
目
の
話
し
合
い
を
持
ち
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
度
目
は
、六
月
十
六
日
に
行
い
、

そ
こ
で
積
み
残
し
に
な
っ
て
い
た
土

木
関
連
や
医
療
、福
祉
関
連
の
分
野

に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
県
側
は
土
木
部
や
医
師
確
保
課
な

ど
か
ら
課
長
を
は
じ
め
多
く
の
担
当

者
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
県
側
か
ら
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

津
波
対
策
の
抜
本
的
強
化
な
ど
必
要

な
見
直
し
を
急
い
で
に
行
っ
て
い
る

と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
津
波
、
液

状
化
に
よ
る
影
響
を
再
調
査
し
、で

き
る
だ
け
破
損
を
防
ぐ
、国
道
な
ど

主
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、国

交
省
と
も
話
し
合
い
、八
の
字
ハ
イ

ウ
ェ
イ
な
ど
代
替
道
路
の
建
設
を
含

め
対
応
す
る
、と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、地
盤
の
液
状
化
の
危
険
性

を
調
査
し
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
や
対
策
を
取
る
こ
と
や
、特
に
避
難

ビ
ル
の
液
状
化
対
策
の
強
化
な
ど
を
会

側
が
求
め
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
、耐
震
補
強

の
推
進
に
つ
い
て
は
、国
の
三
十
万
円

の
上
乗
せ
が
三
次
補
正
で
通
れ
ば
、対

象
範
囲
も
以
前
よ
り
広
が
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
金
額
は
九
十
万
円
で
す
。会

側
が
設
計
費
の
二
十
万
円
入
れ
て
も
、

液
状
化
対
策
ま
で
は
回
ら
な
い
点
を
指

摘
し
ま
し
た
。震
災
後
の
仮
設
住
宅
の

建
設
、
事
前
の
高
台
移
転
含
め
て
、
総

合
的
な
検
討
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
震
災
時
の
医
療
に
関
し
て
は
、現
在

指
定
さ
れ
て
い
る
災
害
拠
点
病
院
の
浸

水
、津
波
対
策
の
遅
れ
を
指
摘
、交
通
、

通
信
網
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

い
か
に
汲
み
取
っ
て
対
処
す
る
の
か

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
な
ど
の
急
性
期
の
医
療
対
応
に

加
え
、
大
規
模
な
津
波
被
害
の
場
合

に
は
慢
性
期
の
対
応
が
重
要
で
あ
り
、

医
療
支
援
、
各
種
物
資
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
も
、
き
ち
っ
と
し
た
司
令

塔
の
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
課
で
、支
援
物
資
、医
療

支
援
な
ど
の
状
況
と
各
避
難
所
等
の

被
害
、
被
災
状
況
、
需
要
を
把
握
し
、

対
応
す
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
ま
た
、
会
側
か
ら
は
病
院
で
の
食

料
、医
療
品
の
備
蓄
に
つ
い
て
、国
に

補
助
の
新
設
を
求
め
る
よ
う
県
側
に

要
請
し
ま
し
た
。

　
更
に
、
地
震
に
よ
る
伊
方
原
発
事

故
発
生
を
想
定
し
た
放
射
線
治
療
の

専
門
医
の
養
成
、
配
置
を
検
討
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
県
は
、
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
膨

大
な
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
市

町
村
や
国
と
の
連
携
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
民
大
運
動
と
し
て
、
今
後
も
必

要
な
住
民
要
望
の
と
り
ま
と
め
と
、

行
政
と
の
話
し
合
い
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
○
○
の
上
に
も

三
年
　
②
ま
じ
め
で
真
心
が
あ
る

こ
と
　
③
映
画
を
撮
影
す
る
た
め
の

カ
メ
ラ
　
④
苦
心
し
て
詩
歌
を
作
る

　
⑥
酒
毒
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
　
⑨

―
―
漂
う
温
泉
街
　
⑩
結
婚
式
の

―
―
を
つ
と
め
る
　
⑬
私
の
利
き
手

は
○
○

【ヨコのカギ】②政

府に――の転換を

求める　⑤詳細　

⑦○○の方どうぞ

　⑧――でリンゴ

狩り　⑩庭園外の

山などを利用した造

園法　⑪本音を引き

出そうと○○をかけ

る　⑫殻などを取り

さった身だけのもの

　⑭言うがまま

菅
が
去
り
ド
ジ
ョ
ウ
が
出
て
き
て

　    

　 

こ
ん
に
ち
は 

　
　
　
　
　
（
高
橋
狸
）

全労働（Ｈ．Ｙ）

　いつも楽しみに読んでいます。 忙しいときも少し

でも勉強していこうと思っています。 これからも読み

やすく解りやすい内容をお願いします。

高知県教組（Ｈ. Ｋ）

　先日、 またまた首相が変わりま

した。希望を持ちたいですが、不

安ばかりが募ります。

高知県教組（Ｍ. Ｈ）

　年金者組合が千人の峰を達成！の記事に元気をも

らいました。 おめでとうございます。

　春闘記事の 「３つの近い」 は、 すごく分かり易く

て良かったです。 私のとなりの席 （席が近い） の人

は同じ年 （年齢が近い）、 同じようなこと （好みが近

い？） をしています。 ３つに当てはまります！！

室戸市職労（Ｈ. Ｙ）

　最賃生活をやりました。 １週間だけでしたが、

飲みにもいけず、 間食もできず本当つらかったで

す。 実際にこの賃金で生活して下さいと言われたら

本当に無理だということが身をもって理解できました。

「
短
命
な
首
相
が
続
く
長

寿
国
」、
ネ
ッ
ト
で
見
つ

け
た
▲
百
才
以
上
が
最
多

四
万
七
七
五
六
人
。四
一

年
連
続
増
。
平
均
寿
命
女
性
八
六･

三

九
才
。
男
性
七
九･

六
四
才
。
女
性
は

〇･

〇
五
才
縮
ん
だ
▲
長
寿
が
健
康
長

寿
で
幸
福
の
証
で
あ
れ
ば
良
い
の
だ

が
、
そ
う
で
も
な
い
。
年
間
自
殺
者
数

は
、
九
八
年
か
ら
一
三
年
間
三
万
人

超
。
六
〇
才
以
上
の
自
殺
率
は
、
五
〇

代
、
四
〇
代
に
続
き
高
率
。
世
界
で
類

の
な
い
「
敬
老
の
日
」
を
持
つ
こ
の
日

本
で
▲
国
語
世
論
調
査
二
〇
一
〇
年

度
。「
姑
息
」の
使
用
間
違
い
、「
ひ
き
ょ

う
な
」
七
一
％
。
本
来
の
意
味
は
「
一

時
し
の
ぎ
」。
正
解
率
一
五
％
。
今
の

政
権
は
「
姑
息
な
政
権
」
と
表
現
す
れ

ば
ど
う
だ
ろ
う
。
正
解
率
百
％
と
な

る
の
で
は
？
▲
次
の
問
い
。
小
選
挙

区
制
導
入
の
結
果
は
？
「
政
策
論
争

の
活
発
化
」
と
「
金
の
か
か
ら
な
い
選

挙
」
と
答
え
た
ら
不
正
解
。
田
中
征
正

氏
と
山
口
二
郎
氏
は
、
そ
の
逆
を
回

答
し
て
正
解
。そ
し
て「
二
大
政
党
制
」

に
も
懐
疑
的
▲
短
命
だ
っ
た
ら
悪
い

こ
と
も
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た

ら
大
間
違
い
。「
短
命
の
独
裁
」、「
短

命
の
翼
賛
」
の
指
摘
も
あ
る
。
独
裁
と

翼
賛
の
危
険
性
を
高
め
る
の
が
、「
一

票
の
格
差
是
正
」
を
口
実
に
し
た
比

例
削
減
で
の
総
選
挙
▲
長
寿
を
喜
べ

る
国
を
作
る
首
相
が
必
要
。
そ
れ
を

選
べ
る
選
挙
制
度
改
正
も
課
題
。（
田
）

飽
食
の
時
代
貧
し
さ
奪
い
合
い

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（幸
泉
）

よ
き
時
代
語
る
戦
の
傷
を
見
せ

　
　
　
　             

　
　
　 

　 

　
　
　
（幸
泉
）

県庁への要請行動

南
海
地
震
対
策
の
強
化
を

交
通
網
の
確
保
を

耐
震
・
液
状
化
対
策
を

災
害
時
医
療
体
制
の
整
備
を
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最
賃
審
議
会
に
異
議
申
し
出
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教
組
共
闘
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
キ
ャ
ラ
バ
ン

社保講座

全労連青年部定期大会

　

樫やん奮戦記⑱

自治労連青年部定期大会

くらしと医療を守る全県キャラバン

県

教

組

　
九
月
十
三
日
、
教
組
共
闘
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
と
高
知
県
労
連
は
、「
高
校
生
・

青
年
の
就
学
・
進
路
の
保
障
を
求
め

る
」要
請
行
動
を
高
知
県
工
業
会
と
高

知
県
経
営
者
協
会
へ
行
い
ま
し
た
。高

知
県
工
業
会
は
会
長
や
副
会
長
な
ど

三
名
が
、高
知
県
経
営
者
協
会
は
水
田

専
務
な
ど
二
名
が
対
応
し
ま
し
た
。今

年
は
、高
知
県
工
業
会
と
初
め
て
懇
談

し
ま
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
以
前
と
は
違
い
時
間

を
か
け
て
社
員
を
育
成
で
き
な
い
社

会
情
勢
な
ど
が
、
工
業
会
か
ら
出
さ

れ
ま
し
た
。
厳
し
い
中
で
求
人
を
出

し
た
り
、
学
生
に
企
業
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
て

配
布
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、、
企
業
が
求
め
る
人
材
と
県

教
委
の
人
材
像
と
の
キ
ャ
ッ
プ
な
ど

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
高
知
県
経
営
者
協
会
で
は
、
企
業

案
内
の
冊
子
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
と
県
、
労
働
局
か
ら
申
し
入
れ

を
受
け
、
求
人
票
の
早
期
提
出
や
一

人
で
も
多
く
の
求
人
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
内
企
業
の
努
力
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
県
外
企
業
の
求
人
の
減
少
や
、

高
校
生
の
大
企
業
思
考
な
ど
課
題
も

ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
月
の
相
談
者
は
、
二
十
二
人
。

う
ち
、女
性
十
四
人
、男
性
八
人
で

し
た
。
年
齢
は
、
二
十
代
一
人
、
三

十
代
七
人
、
四
十
代
一
人
、
五

十
代
一
人
、
六
十
代
二
人
、
不

明
十
人
。
雇
用
形
態
は
、
正
規

十
人
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

三
人
、契
約
二
人
、派
遣
一
人
、

不
明
六
人
。
相
談
内
容
は
、
解

雇
・
雇
い
止
八
人
、
退
職
強
要

二
人
、
賃
金
・
残
業
代
不
払
四

人
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
二

人
、
労
働
条
件
・
年
休
二
人
、

労
働
条
件
切
り
下
げ
二
人
、

労
災
一
人
、
そ
の
他
の
問
題

が
一
人
で
し
た
。

　
昨
年
十
月
（
労
働
相
談
セ

ン
タ
ー
総
会
後
）
か
ら
の
累

計
は
、
相
談
者
数
三
〇
四
人
、

組
合
加
入
が
三
十
三
人
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
八
月
、一
年
間
の
相
談

（
者
）
受
付
目
標
三
〇
〇
人
を
越
え

ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
事
例
の
紹
介-

資
本
金
三

十
二
億
円
を
越
え
る
地
元
高
知
の
大

企
業
の
社
長
宅
の
管
理
に
従
事

す
る
男
性
か
ら
の
相
談
。
相
談

者
は
、
同
企
業
の
子
会
社
と
し

て
社
長
宅
（
豪
邸
）
の
庭
木
の
手

入
れ
や
家
屋
の
管
理
だ
け
を
す

る
た
め
に
作
ら
れ
た
会
社
（
同

社
長
）
に
雇
用
さ
れ
八
年
間
勤

務
を
し
て
き
て
い
る
。
相
談
内

容
は
、
二
年
前
頃
か
ら
日
常
の

仕
事
を
め
ぐ
り
社
長
夫
妻
か
ら

の
指
示
・
命
令
に
背
く
刃
向
か

い
者
と
し
て
は
げ
し
く
嫌
悪
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
の
こ

と
。
そ
れ
か
ら
は
、「
仕
事
が
遅

い
、
仕
事
が
ず
さ
ん
」
な
ど
と
、

い
や
が
ら
せ
を
受
け
出
し
執
拗

に
退
職
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
ま
り
の
い
や
が
ら
せ
や
退
職
の
強

要
に
嫌
気
が
さ
し
、納
得
が
い
か
な
い

ま
ま
退
職
を
決
意
。
し
か
し
、
退

職
に
あ
た
っ
て
は
正
当
な
退
職
金

の
支
払
い
を
求
め
た
い
と
い
う
相

談
。
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
組
合
加

入
を
勧
め
労
働
組
合
の
団
体
交
渉

で
問
題
解
決
を
は
か
ろ
う
と
助

言
。
ま
た
、
ま
ず
は
社
長
に
対
し
、

組
合
加
入
の
準
備
も
し
て
い
る
と

の
こ
と
を
伝
え
、
退
職
金
規
程
に

も
と
づ
く
退
職
金
の
支
払
い
請
求

を
す
る
よ
う
に
と
助
言
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
後
日
、
相
談
者
か
ら

社
長
と
の
間
で
本
来
の
退
職
金
額

の
倍
額
を
支
払
う
と
の
約
束
が
で

き
ま
し
た
。
と
い
う
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

　
十
月
か
ら
県
労
連
秋
・
年
末
の

「
組
織
拡
大
・
強
化
月
間
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
組
合
仲
間
を
迎
入
れ
る
よ
う
共

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

九
月
十
三
日
、労
働
局
第
二
会
議
室
で
第
五
回
高
知
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
八
月
二
十
三
日
付
け
で
出
さ
れ
た
、
最
低
賃
金
・
時
間
額
六
四

五
円
と
い
う
答
申
に
対
す
る
県
労
連
か
ら
の
異
議
申
し
出（
九
月
六
日
付
け
）の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。審
議
の
結
果
は
、答
申
の
変
更
は
必
要
な
し
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
間
、
県
労
連
は
低
賃
金
と
不

安
定
な
雇
用
状
態
で
働
く
労
働
者
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、「
最

低
賃
金
時
給
一
〇
〇
〇
円
以
上
」
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

生
活
保
護
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

も
、
比
較
基
準
の
ご
ま
か
し
な
ど
を

指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

七
月
二
十
八
日
の
意
見
陳
述
で
は
、

青
年
部
が
実
施
し
た
最
低
賃
金
生
活

体
験
の
報
告
と
あ
る
組
合
員
の
時
間

講
師
時
代
の
家
計
簿
を
基
に
、
月
額

最
低
賃
金
の
設
定
を
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
清
掃
現
場
で
時
給
六
四
二

円
（
最
低
賃
金
）
で
働
く
組
合
員
か
ら

生
活
の
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　９月２日、 高知県社会保障推進協議

会 （社保協） が、 高知城ホール３階で

『社会保障講座』 を開催しました。 この

講座は、 １０月からスタートする社保協

キャラバンに向けた連続学習会です。

「医療」 「国保」 「保育」 「介護」「障害者」

「年金」 「生活保護」 など、 地域に直結

した問題を学習します。

　９月１０日、 高知自治体労働組合総

連合青年部 （高知自治労連青年部）

は、 共済会館にて第３９回定期大会を

開催しました。 西は四万十市から東は

東洋町など、 県内１９単組から４５名が

参加しました。

　９月１７日から２日間に渡り、 全労連

青年部第２４回定期大会が開催されま

した。 全国各地から次世代の労働運

動を担う青年が集まりました。

今
回
は
県
教
組
の
運
動
に
つ
い
て
、

県
教
組
の
西
山
執
行
委
員
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

今
年
で
二
十
三
年
目
を
迎
え
る
「ゆ

き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
」
署
名
で

す
。
こ
の
間
、
高
校
授
業
料
の
無
償
化

や
、
県
独
自
で
小
学
一
、
二
年
生
の
三

十
人
学
級
な
ど
、
学
校
の
教
育
を
充

実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年

集
め
た
七
万
筆
以
上
の
署
名
集
約
を
目

指
し
、
保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
私
学
教
組
は
、
学
校

を
通
じ
て
保
護
者
の
手
に
直
接
届
く
よ

う
配
布
し
て
い
ま
す
。
高
教
組
は
高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
懇
談
し
、
協
力
を

お
願
い
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
修
学
・
就
職
保
障
を
求
め

る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
四
国
で
は
教
組
共

闘
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
各
県
労
連
で
行
い
ま

し
た
。
高
知
県
で
は
高
知
県
雇
用
労
働

政
策
課
・高
知
県
教
育
委
員
会
高
等
学

校
課
、
高
知
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、

高
知
県
工
業
会
、
高
知
県
経
営
者
協

会
へ要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
社
会
人

の
第
一
歩
が
失
業
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、

様
々
な
組
織
と
一
致
す
る
点
で
協
力
を

進
め
て
い
ま
す
。
県
内
に
は
、
世
界
的

技
術
を
持
っ
た
企
業
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
が
、
子
ど
も
も
知
ら
ず
、
親
も
先
生

も
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
な
い

よ
う
、
お
互
い
に
連
携
を
取
り
合
う
こ

と
で
一
致
し
ま
し
た
。

明
日
を
拓
く
連
続
講
座
を
青
年
部
が

中
心
に
な
っ
て
開
催
し
、
組
合
員
で
あ
る

な
し
を
超
え
て
、
採
用
を
め
ざ
す
仲
間

作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
で
き
た

「つ
な
が
り
」
か
ら
労
働
組
合
の
活
動
を

知
り
、
組
合
へ
の
加
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
安
芸
で
は
、
実
行
委
員
会
を
結
成

　９月１４日、 社保協第１回運営委員会

が開催され、 さまざまな団体から１９名

が参加しました。 会議では、 １０月１７

日よりスタートする 『くらしと医療を守る

全県キャラバン』 の要請内容について

議論を行いました。

県教組西山委員長

最低賃金審議会の様子

八
月
二
十
三
日
に
出
さ
れ
た
答
申

の
時
給
六
四
五
円
で
は
、
月
一
七
三
・

八
時
間
（
平
均
法
定
労
働
時
間
）
働
い

て
も
、
手
取
り
は
九
万
六
千
円
前
後

に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
健

康
で
文
化
的
な
生
活
は
到
底
送
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
日
の
審
議
会
で
労
働
者
側
は
、

三
円
と
い
う
引
き
上
げ
額
に
は
不
満

が
あ
る
が
、
県
労
連
か
ら
出
さ
れ
た

異
議
の
申
し
出
の
内
容
は
、
こ
の
間

の
審
議
会
で
十
分
議
論
し
て
き
た
の

で
、
こ
れ
以
上
の
議
論
は
必
要
な
い
、

と
い
う
主
旨
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

経
営
者
側
は
、
中
央
審
議
会
の
答

申
を
超
え
る
引
き
上
げ
で
不
満
は
残

る
が
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
決
定

し
た
こ
と
な
の
で
、
そ
れ
を
尊
重
す

る
と
い
う
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
公

益
側
は
二
者
の
意
見
か
ら
高
知
県
最

低
賃
金
の
六
四
五
円
は
妥
当
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。

な
お
、
六
四
五
円
の
最
低
賃
金
は
、

今
後
官
報
公
示
さ
れ
、
十
月
二
十
六

日
か
ら
施
行
予
定
で
す
。

六
四
五
円
で
は
生
活
改
善
は
無
理

―
青
年
の
雇
用
問
題
で
の
取
り
組

み
は
？

―
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
？

―
地
域
運
動
に
つ
い
て
は
？

―
現
在
の
活
動
の
中
心
は
？

し
、
採
用
を
め
ざ
す
学
習
会
「め
ざ
学
」

を
夏
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
中

で
今
後
も
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
続
け

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
市
教
組
の

連
続
学
習
会
や
土
長
教
組
の
み
か
ん
狩

り
な
ど
、
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み

か
ら
「つ
な
が
り
」を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
そ
れ
と
併
行
し
、
全
教
共
済
な
ど
で

労
働
組
合
に
ふ
れ
る
き
っ
か
け
作
り
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
方

と
教
育
問
題
を
考
え
る
、
県
教
研
を
、

毎
年
地
域
で
実
行
委
員
会
を
結
成
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
職
員
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
保
護
者
も
参
加
で

き
、
昨
年
は
一
般
参
加
の
方
が
八
十
五

人
来
ら
れ
る
な
ど
、
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
今
年
は
中
村
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
中
村
は
、
学
生
が
地
域
の
問
題
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
学
べ
る
土
壌
が
あ
り
ま

す
の
で
、
宣
伝
カ
ー
な
ど
を
使
い
、
呼

び
か
け
を
幅
広
く
広
げ
て
行
き
ま
す
。

職
場
で
も
地
域
で
も
組
織
内
に
閉
じ

こ
も
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
域

で
は
教
育
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
・
介

護
・
保
育
・
雇
用
な
ど
で
つ
な
が
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。

教
育
会
館
を
地
域
運
動
の
砦
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

高知県工業会への要請


